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全国高等学校総合文化祭

高校生文化活動の現状と将来展望
高等学校文化連盟と全国高等学校総合文化祭
第17回全国高総文祭埼玉大会を振り返って
文化そして交流の場としてのかるた
たくさんの人に支えられて
愛媛大会の概要
全国高総文祭優秀校東京公演の概要
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第17回全国高等学校態合文化祭埼玉大会開会式
（大宮ソニックシティ）
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埼玉大会、各分野の発表のようす

0 
全国高等学校
総合文化祭

全国高等学校総合文化祭は、全国の高校生による芸術文化活動の発表会を総合的に開催し、

倉阻街舌動の向上を図るとともに相互の交流を深めることをねらいとして、昭和5渉F度以降、各
都道府県持ち回りで開催している高校生の文化の祭典である。

この文化祭は、第1回の千葉県大会を皮切りに、回を重ねるごとに充実が図られ、開始当初

と比較して種目数や参）J麟没父などが大きく増加するなど、文化活動を行っている全国の高校生

に確実に定着してきている。平成6年度には「そこに新しい君が見えるように'9傾拐むをテー

マに、 8月の5日間にわたり、文化庁、全国高等学校文化連盟及び愛媛県教育委員会等の共催

により、愛媛県で第18回大会を開催する。

また、平成2年度からは、この全国高等学図象合文化祭で選ばれた優秀校による全国高等学

校総合文化祭優秀校東京公演が国立劇場で開催されている。

第17回、避玉大会美術展 (1993年）

千葉大会ポスター（制作／縄野秀忠）
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我
が
国
が
、
世
界
有
数
の
「
経
済
大
国
」
で
あ
り
、

同
時
に
「
援
助
大
国
」
と
も
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
、

O
D
A
（
政
府
開
発
援
助
）
の
状
況
等
か
ら
も
明
ら
か

で
あ
り
、
国
際
的
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
も
は
や
疑
う
余
地
が
な
い
。

二
十
一
世
紀
以
降
に
は
、
経
済
面
の
み
な
ら
ず
、
文

化
的
な
分
野
に
お
い
て
も
、
歴
史
と
伝
統
の
豊
か
な
文

化
国
家
日
本
と
し
て
、
団
際
的
視
野
に
お
い
て
積
極
的

な
役
割
を
果
た
す
べ
き
こ
と
が
、
一
層
強
く
求
め
ら
れ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
現
代
は
、
諸
々
の
ニ
ュ
ー
ス
が
瞬
時
に
し
て

世
界
を
駆
け
巡
る
「
情
毅
化
の
時
代
」
、
ま
た
、
人
生
八

十
年
の
「
高
齢
化
社
会
」
で
も
あ
り
、
こ
う
し
た
激
し

い
時
代
の
変
化
を
生
き
抜
く
た
め
に
は
、
「
た
く
ま
し

さ
．
」
と
と
も
に
「
心
豊
か
な
人
間
性
の
醸
成
」
が
、
お

の
ず
と
強
く
望
ま
れ
て
く
る
°
従
っ
て
、
目
前
に
造
っ

て
い
る
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、
「
み
ず
み
ず
し
い
感

性
」
や
「
感
動
す
る
心
を
育
て
る
文
化
活
動
の
果
た

す
役
割
は
、
ま
す
ま
す
大
き
い
も
の
と
な
っ
て
こ
よ
う
。

さ
て
、
一
概
に
1

高
校
生
の
文
化
活
動
，
」
と
い
っ
て

も
範
囲
が
非
常
に
広
く
、
専
門
家
か
ら
直
々
に
レ
ッ
ス

ン
を
受
け
て
プ
ロ
の
道
を
目
指
す
プ
ロ
の
卵
か
隻
部

活
動
に
励
ん
で
相
当
程
度
に
熟
達
す
る
生
徒
、
必
修
ク

ラ
ブ
で
趣
味
程
度
に
余
暇
を
楽
し
む
生
徒
に
至
る
ま
で

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

こ
う
し
た
高
校
生
の
文
化
活
動
の
現
状
に
つ
い
て
触

室
を
つ
く
っ
て
い
る
都
道
府
県
も
あ
る
。
し
か
し
、
総

じ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
文
化
部
は
放
瓢
後
に
教
室
を
使
用

し
て
い
る
の
が
実
状
で
あ
る
。

次
に
指
導
者
に
つ
い
て
み
る
と
、
指
導
者
に
は
、
生

徒
の
個
性
や
独
創
性
、
内
に
秘
め
た
る
”
隠
れ
た
才
能
“

を
引
き
出
す
資
質
が
求
め
ら
れ
る
。
専
任
の
指
導
者
を

も
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
芸
術
科
の
書
道
・
美
術
。
合

唱
・
吹
奏
楽
の
場
合
は
比
較
的
に
恵
ま
れ
て
い
る
が
、

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
指
導
者
講
習
会
等
に
よ
っ
て
、

必
要
な
指
導
力
の
養
成
に
努
め
て
い
る
場
合
が
多
く
、

各
都
道
府
県
と
も
、
技
術
講
習
会
や
研
修
会
と
銘
打
っ

て
生
徒
・
教
師
と
も
と
も
参
加
し
て
研
鑽
を
積
ん
で
い

る
と
こ
ろ
が
多
く
、
日
太
宰
日
楽
や
郷
土
芸
能
の
場
合
は
、

地
域
の
人
々
に
指
導
を
依
頼
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に

あ
る
場
合
が
多
い
。
従
っ
て
、
指
導
者
の
養
成
は
、
文

化
部
活
動
に
お
け
る
生
徒
育
成
の
基
本
で
あ
り
、
急
務

で
も
あ
る
。

鑑
賞
の
機
会
は
「
芸
術
鑑
賞
の
時
間
L

と
し
て
学
校

行
事
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
県
に
よ

っ
て
は
「
文
化
教
室
」
と
し
て
全
県
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
ま
た
、
文
化
振
興
財
団
の
「
青

少
年
育
咸
事
業
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。

発
表
の
機
会
と
し
て
は
、
従
来
か
ら
各
学
校
に
お
い

て
文
化
祭
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
が
、

近
年
、
学
校
祭
は
テ
レ
ビ
等
マ
ス
コ
ミ
の
影
響
も
あ
り
、

翡校生文化活動の
現状と将来展望

全国高等学校文化運盟会長

（岩手県立盛岡第四高等学校長）

太田厭弘

れ
て
み
る
と
、
現
代
の
高
校
生
の
興
味
e

関
心
は
驚
く

ほ
ど
多
楔
性
に
富
ん
で
い
る
の
で
r

文
化
部
の
種
類
も

多
＼
書
道
・
美
術
工
芸
ゥ
合
唱
。
演
劇
・
吹
奏
楽
。

写
真
・
放
送
。
文
芸
・
新
聞
な
ど
の
ほ
か
、
菩
楽
・
管

弦
楽
・
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
・

自
然
科
学
。
弁
諭
・
ユ
ネ
ス
コ
，

J
R
C
・
イ
ン
タ
ー

ア
ク
ト
あ
り
、
二
及
伝
統
芸
能
た
る
日
本
音
楽
・
郷

土
芸
能
。
吟
詠
剣
詩
舞
。
茶
道
・
生
け
花
の
ほ
か
、
競

技
を
伴
う
囲
碁
・
将
棋
。
小
倉
百
人
一
首
か
る
た
等
々
、

実
に
多
種
多
様
で
あ
る
。
時
代
の
流
れ
を
反
映
し
て
漫

画
や
映
像
関
係
も
増
え
て
き
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

次
に
、
部
活
動
に
参
加
し
て
い
る
生
徒
に
眼
を
転
ず

れ
ば
、
活
動
生
徒
の
四
分
の
一
i

]

が
運
動
部
員
だ
と
す
れ

ば
、
文
化
部
の
生
徒
の
割
合
は
、
お
よ
そ
四
分
の
一
ぐ

ら
い
で
あ
る
。
男
子
部
員
が
少
な
い
こ
と
が
ど
こ
の
学

校
で
も
共
通
の
悩
み
と
言
え
よ
う
。

一
方
、
活
動
時
間
に
つ
い
て
み
る
と
、
吹
奏
楽
部
や

演
劇
部
な
ど
の
、
熱
心
に
活
動
し
て
い
る
部
の
燭
合
は
、

運
動
部
な
み
の
活
動
時
間
と
い
う
状
況
か
ら
、
部
活
動

は
必
修
ク
ラ
フ
一
時
間
だ
け
、
と
い
っ
た
類
ま
で
、
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
。

施
設
・
設
備
に
つ
い
て
み
る
と
、
運
動
部
に
比
べ
て

文
化
部
の
部
室
は
十
分
で
な
い
場
合
が
多
い
。
恵
ま
れ

た
都
道
府
県
で
は
ホ
ー
ル
や
ギ
ャ
予
リ
ー
を
も
つ
文
化

館
が
設
置
さ
れ
て
い
た
り
r

ま
芦
文
化
部
施
設
整
備

事
業
に
よ
っ
て
吹
奏
楽
の
練
習
も
で
ぎ
る
文
化
部
の
部

遊
び
の
要
素
が
多
く
な
り
、
文
化
部
の
発
表
会
の
色
彩

が
薄
れ
て
来
た
こ
と
を
、
憂
慮
し
つ
つ
指
摘
す
る
人
も

少
な
く
な
い
。

し
か
し
近
年
、
各
都
道
府
県
と
も
「
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
」
を
開
催
し
、
そ
こ
で
推
鷹
さ
れ
た
も
の
が
全

国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に
出
演
。
出
品
し
、
さ
ら
に
、

そ
こ
で
選
ば
れ
た
と
こ
ろ
が
同
優
秀
校
東
京
公
演
に
出

演
（
国
立
劇
場
）
す
る
機
会
を
得
る
と
い
う
構
図
に
な

っ
て
き
て
お
り
、
高
文
遮
の
果
た
す
役
割
が
年
々
大
き

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
活
動
や
晴
れ
舞
台

で
の
演
技
・
出
品
を
起
爆
剤
と
し
な
が
ら
、
そ
の
他
の

各
種
大
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

文
化
を
盛
り
上
げ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
も
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
は
、
誠
に
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。

そ
の
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
は
、
昭
和
五
十
一
―

年
度
の
第
一
回
の
千
葉
大
会
を
皮
切
り
に
r

今
年
脊
｛
の

愛
媛
大
会
で
第
十
八
回
を
数
え
、
総
合
開
会
式
を
含
め

て
十
数
部
門
に
わ
た
っ
て
、
毎
年
八
月
の
上
旬
に
一
週

間
ほ
ど
の
日
程
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
大
会
は
、

高
校
生
の
日
頃
の
文
化
活
動
の
成
果
の
発
表
と
相
互
交

流
を
ね
ら
い
と
し
た
”
文
化
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
々
し
」
で

も
称
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
全
国
か
ら
二
千
校
。
一
万

八
千
人
の
高
校
生
が
出
品
0

出
演
し
、
観
覧
者
も
含
め

る
と
十
万
人
の
人
々
が
、
全
国
の
高
校
生
の
夢
と
情
熱

を
か
け
た
限
り
な
い
可
能
性
に
挑
戦
す
る
”
文
化
の
祭

典
“
に
結
集
す
る
姿
を
満
喫
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
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痔集含鳳畜祟学蜘曾合文／靡苓

轟等学校文化
全国轟等学

盟と
じ、合文化 ヽ

全国高等学校文化連盟事務局長

（岩手票教育委員会文化課主任文化主査）

後藤政雄

場
に
お
い
て
、
、
ひ
た
杜
き
な
若
さ
あ
ふ
れ
る
演
奏
・
演

技
に
拍
手
を
送
り
、
お
互
い
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
友

情
を
育
ん
で
い
る
。

第
十
三
回
大
会
か
ら
は
、
東
南
ア
ジ
ア
。
中
国
。
韓

国
。
欧
米
の
高
校
生
と
の
国
際
文
化
交
流
も
含
め
て
、

固
際
色
豊
か
な
も
の
と
な
り
、
全
体
の
雰
囲
気
を
、
い

や
が
お
う
に
も
高
め
て
い
る
。

一
方
、
”
若
者
の
感
動
の
絶
頂
“
と
表
現
す
る
人
が
い

る
ほ
ど
の
、
国
立
劇
場
の
夏
ぶ
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
優
秀
校
東
京
公
演
」
も
第
五
回
を
迎
え
、
演
劇
。

日
本
音
楽
。
郷
土
芸
能
の
一
―
一
部
門
に
お
い
て
優
秀
校
各

＿
二
校
と
都
熊
薦
二
校
誓
造
ば
れ
、
晴
れ
の
檜
舞
台
に
お

い
て
、
み
ず
み
ず
し
い
感
性
。
ほ
と
ば
し
る
情
熱
の
演

技
。
演
奏
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
そ
の
評
価
と
期
待
が
一

段
と
高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
、
諏
に
喜
ば
し
い
限

り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
支
え
て
い
る
の
が
各
都

道
府
県
の
高
文
連
で
あ
り
、
全
固
高
文
連
で
あ
る
。

現
在
、
全
国
高
文
連
は
平
成
十
一
年
の
法
人
化
に
同

け
て
財
政
基
盤
の
確
宣
の
た
め
、
鋭
意
努
力
中
で
あ
る
。

さ
ご
高
校
生
の
文
化
活
動
の
将
来
展
望
は
、
個
々

の
生
徒
の
、
ま
た
、
一
人
一
人
の
敦
師
。
指
導
者
の
芸

術
文
化
に
傾
け
る
情
熱
と
地
道
な
努
力
を
抜
き
に
し
て

は
語
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
ご
お
互
い
に
多
様
性

と
相
手
の
存
在
を
認
め
つ
つ
も
、
全
国
の
高
校
生
並
び

に
関
係
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
結
集
し
て
ゆ
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
が
各
県
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
九
ぞ
れ
の
県
の
高
総
文
祭
が
も
た
れ
る
契
機
を
つ
く

り
、
一
方
、
全
国
高
文
連
が
結
成
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
各
県
の
高
文
連
が
誕
生
し
た
よ
う
に
、
高
文
連
の

役
割
は
、
文
化
活
動
を
通
し
て
世
界
に
誇
る
べ
き
日
本

伝
統
文
化
の
継
承
者
と
し
て
、
新
し
い
文
化
を
創
造
す

る
担
い
手
と
し
て
の
高
校
生
を
育
成
す
る
こ
と
に
あ
る
。

そ
し
て
f

創
進
す
る
喜
び
や
、
美
的
な
感
性
や
感
動
す

る
心
に
大
き
な
価
値
を
見
い
だ
す
社
会
へ
と
、
世
の
中

の
文
化
度
を
高
め
て
行
く
た
め
の
原
動
力
と
な
九
る
よ

う
な
力
を
育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

従
っ
て
、
で
き
る
だ
け
幅
広
く
各
分
野
の
文
化
活
動

を
フ
ォ
ロ
ー
し
な
が
ら
、
芸
術
鑑
賞
や
発
表
。
表
現
の

資
質
を
育
て
つ
つ
、
高
校
生
の
文
化
活
動
の
さ
ら
な
る

活
性
化
に
向
け
て
、
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
合
い
た
い

も
の
と
思
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
『
活
動
の
場
と
し
て
の

施
設
，
設
備
の
充
実
や
高
校
生
の
文
化
活
動
へ
の
財
政

的
助
成
の
拡
大
も
考
え
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
固

や
都
道
府
県
並
び
に
市
町
村
レ
ベ
ル
も
含
め
た
、
国
民

的
課
題
と
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
性

を
内
包
し
て
い
る
も
の
と
思
う
。

ま
た
、
伝
統
文
化
の
継
承
に
力
点
を
お
＇
こ
方
に
お

い
て
、
そ
の
時
代
に
お
け
る
若
者
の
特
性
、
言
わ
ば
「
若

者
文
化
」
に
も
理
解
を
示
す
姿
勢
は
大
事
な
こ
と
で
あ

る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
r

関
係
方
面
の
意
見
を

聴
し
な
が
ら
考
え
て
参
り
た
い
。

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
（
以
下
全
国
高
総
文

祭
）
は
、
ス
沢
ー
ツ
で
い
え
ば
、
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
に
あ
た
る
も
の
て
最
初
は
小
規
模
な

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
始
ま
り
は
次
の
よ
う
な
経
緯

で
あ
っ
た
。

昭
和
五
十
二
年
八
月
に
千
葉
県
で
第
六
回
全
国
高

等
学
校
演
劇
研
究
大
会
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
に
合
唱
。
吹
奏
楽
・
邦
楽
な
ど
を
併
せ
て
総
合

文
化
祭
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
と
の
意
向
が
文
化
庁

か
ら
千
葉
県
に
伝
え
ら
れ
た
。
千
葉
県
で
は
こ
れ
を

受
け
て
、
さ
ら
に
吟
詠
剣
詩
舞
・
マ
ー
・
チ
ン
グ
パ
ン

ド
を
加
え
合
計
六
部
門
で
七
月
＝
一
十
一
日
か
ら
八
月

＿
―
-
日
ま
で
の
四
日
間
、
千
葉
県
文
化
会
館
等
―
-
]
会
場

で
第
一
回
全
国
高
総
文
祭
を
開
催
し
た
。
準
備
す
る

期
間
も
数
力
月
で
、
大
変
な
労
苦
を
重
ね
て
期
待
と

不
安
の
う
ち
に
全
国
高
総
文
祭
を
迎
え
た
。
参
加
者

は
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
鹿
児
島
ま
で
二
十
五
都
道

府
県
九
士
二
校
二
千
九
百
名
を
数
え
成
功
裡
の
う
ち

に
大
会
は
終
了
し
た
。
十
六
年
後
に
あ
た
る
昨
年
の

埼
玉
大
会
は
、
十
三
部
門
に
四
十
七
都
道
府
県
二
千

校
一
万
八
千
名
で
観
覧
者
を
含
め
る
と
十
万
人
を
超

え
る
ま
で
に
発
展
し
、
大
規
模
な
も
の
に
変
貌
を
遂

げ
た
。ま
さ
し
く
芸
術
文
化
の
イ
ン
タ
ー
ヘ
イ
と
称
す
る

に
ふ
さ
わ
し
く
全
国
各
地
の
高
校
生
が
一
堂
に
会
し

て
日
頃
の
成
果
を
発
表
し
、
相
互
の
交
流
を
深
め
て

い
る
。
国
内
の
高
校
生
だ
け
で
な
く
、
第
十
三
回
か

ら
は
国
際
文
化
交
流
事
業
と
し
て
海
外
の
高
校
生
と

の
交
流
も
始
ま
っ
た
。

全
国
高
総
文
祭
の
主
催
者
は
開
催
県
及
び
県
教
育

委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
出
発
し
た
が
、
そ
の
後
r

新
た
に
発
足
し
た
全
国
高
等
学
校
文
化
連
盟
（
全
国

高
文
連
）
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
運

営
組
織
は
開
催
県
に
実
行
委
員
会
事
務
局
が
開
催
二

年
前
頃
に
設
置
さ
れ
開
催
準
備
に
当
た
っ
て
い
る
。

出
品
。
出
演
校
の
選
定
は
各
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
代

表
が
決
ま
る
演
劇
部
門
を
除
き
、
各
都
道
府
県
教
育

委
員
会
に
依
頼
し
て
い
る
。
出
品
。
出
演
資
格
は
、

現
在
は
高
文
連
に
加
盟
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
あ

る
。
た
だ
し
、
平
成
二
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
全
国
高

総
文
祭
優
秀
校
東
京
公
演
（
演
劇
。
日
本
音
i

楽
。
郷

土
芸
能
の
三
部
門
）
の
出
演
校
の
選
考
基
準
は
各
学

校
合
同
は
認
め
ず
単
一
校
と
な
っ
て
い
る
。

実
施
部
門
は
、
第
二
回
（
兵
庫
）
か
ら
は
美
術
工

芸
・
書
道
部
門
が
加
わ
り
、
第
三
回
（
大
分
）
を
経

て
、
第
四
回
（
石
川
）
か
ら
は
写
真
部
門
が
加
わ
り
、

第
五
回
（
秋
田
）
か
ら
吹
奏
楽
部
門
に
器
楽

8管
弦

楽
も
入
り
、
郷
土
芸
能
部
門
が
加
わ
っ
た
。
第
六
回

（
栃
木
）
。
第
七
回
（
山
口
）
。
第
八
回
（
岐
阜
）
を
経

て
、
第
九
回
（
岩
手
）
に
至
り
特
別
に
文
芸
が
加
わ

っ
た
が
、
こ
の
後
文
芸
は
協
賛
部
門
に
止
ま
っ
て
い

る
。
第
十
回
（
大
阪
）
か
ら
は
吹
奏
楽
部
門
と
器
楽

，
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埼玉大会を振り返って

第
十
七
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
埼
玉
大
会

か
ら
一
年
近
く
の
時
が
流
れ
た
。

「
創
造
の
海
い
ま
埼
玉
に
現
わ
る
」
を
テ
ー
マ
に

全
国
各
地
か
ら
、
そ
し
て
遠
く
海
外
か
ら
も
高
校
生

が
参
加
。
各
会
場
に
詰
め
か
け
た
観
客
は
六
万
六
千

人
を
超
え
た
。

県
内
七
市
十
三
会
場
で
華
や
か
に
、
時
に
は
力
強

菓痔
く
、
時
に
は
美
し
く
、
様
々
な
感
動
を
呼
び
起
こ
し

な
が
ら
繰
り
広
げ
ら
れ
た
五
日
間
の
高
校
生
の
芸
術

文
化
の
祭
典
の
曰
々
は
、
準
備
に
携
わ
っ
た
私
達
に

と
っ
て
は
、
何
か
遠
く
な
っ
か
し
い
も
の
と
な
っ
た
。

だ
が
、
埼
玉
大
会
に
参
加
し
た
県
内
の
高
校
生
達

に
と
っ
て
は
、
た
だ
、
な
つ
か
し
い
日
々
と
い
う
だ

け
で
な
く
確
実
に
大
き
な
変
化
を
経
験
し
た
貴
重
な

時
間
だ
っ
た
は
ず
な
の
だ
。

◇
裏
方
を
支
え
た
高
校
生
は

準
備
を
す
る
側
に
回
っ
た
生
徒
達
は
、
最
初
は
先

生
方
の
指
導
を
受
け
、
ど
こ
と
な
く
受
け
身
で
仕
事

を
し
て
い
た
が
、
次
第
に
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
積

極
的
に
考
え
た
り
、
働
く
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

協
賛
部
門
が
行
わ
れ
た
埼
玉
県
熊
谷
会
館
で
は
、

歓
迎
の
挨
拶
に
み
え
た
熊
谷
市
長
さ
ん
が
、
「
裔
校
生

が
こ
ん
な
に
自
主
的
に
や
る
と
は
、
素
晴
ら
し
い
こ

と
だ
。
」
と
言
っ
て
、
連
営
に
あ
た
っ
て
い
た
生
徒
達

埼玉県教育局生涯学習部

生涯学習課主任社会教育主事

松木睛信

管
弦
楽
部
門
が
二
部
門
に
分
か
れ
、
特
別
に
映
像
部

門
が
設
け
ら
九
た
。
第
十
一
回
（
愛
知
）
か
ら
は
放

送
文
化
が
入
り
十
二
部
門
と
な
っ
た
。
第
十
二
回
（
熊

本
）
を
経
て
第
十
二
回
（
岡
山
）
で
は
特
別
に
ダ
ン

ス
部
門
も
殷
け
ら
れ
た
。
第
十
四
回
（
山
梨
）
•
第
十

五
回
（
香
川
）
。
本
土
復
帰
二
十
周
年
を
記
念
し
て
開

催
さ
れ
た
第
十
六
回
（
沖
縄
）
•
第
十
七
回
（
埼
玉
）

を
経
て
今
年
の
第
十
八
回
（
愛
媛
）
は
十
五
部
門
と

十
一
の
協
賛
部
門
で
八
月
四
日
か
ら
八
日
ま
で
松
山

市
を
中
心
と
し
て
四
市
一
町
で
開
催
さ
れ
る
。

開
催
地
は
各
都
道
府
県
持
ち
回
り
と
な
っ
て
い
る
。

初
め
は
参
加
都
道
府
県
の
代
表
者
会
議
に
よ
っ
て
決

め
ら
れ
て
い
た
次
期
開
催
地
は
、
全
国
高
文
連
発
足

後
は
そ
の
評
議
員
会
に
よ
っ
て
内
定
し
文
化
庁
で
決

定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
州
、
開
催
希
望
が
相
次
ぎ
現

在
で
は
基
準
が
示
さ
れ
、
日
本
を
三
分
し
東
地
域
。

中
地
域
，
西
地
域
の
輪
番
と
な
っ
て
い
る
。

全
国
高
総
文
祭
開
催
の
主
な
成
果
と
し
て
は
全
国

の
高
い
レ
ベ
ル
の
芸
術
文
化
活
動
に
ふ
れ
啓
発
し
あ

い
、
国
際
交
流
も
含
め
て
相
互
交
流
が
な
さ
れ
る
こ

と
、
生
徒
と
教
師
が
共
通
の
感
動
体
験
を
持
つ
こ
と

に
よ
り
相
互
の
深
い
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
他
、
波
及
効
果
は
測
り
知
れ
な

い
も
の
が
あ
り
、
直
接
的
に
は
、
開
催
県
の
墨
蘭
総

文
祭
開
催
の
契
機
を
つ
く
り
、
新
た
に
各
部
門
が
整

え
ら
れ
、
県
高
文
連
の
発
足
を
促
し
た
。
そ
し
て
組

織
や
財
政
基
盤
が
確
立
さ
れ
る
方
向
へ
と
向
か
っ
た
。

ま
た
、
参
加
各
県
に
も
同
様
の
刺
激
を
与
え
た
。

そ
の
全
国
高
文
連
の
結
成
に
向
け
て
の
具
体
的
な

始
動
は
、
全
国
都
道
府
墨
薗
等
学
校
文
化
連
盟
等
連

喜
議
会
が
第
四
回
（
石
川
）
開
催
中
の
昭
和
五
十

五
年
八
月
に
開
か
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
i
.

第
九
回
（
岩
手
）
開
催
後
、
沼
和
六
十
一
年
二
月
に

璽
皐
の
青
山
会
館
で
全
国
高
等
学
校
文
化
連
盟
設
1

豆

総
会
が
開
催
さ
れ
、
事
務
局
を
岩
手
県
教
育
委
員
会

事
務
局
文
化
課
に
置
き
、
事
務
局
設
置
県
で
あ
る
岩

手
県
高
文
連
会
長
石
川
邦
夫
氏
が
全
国
高
文
連
会
長

に
選
任
さ
れ
た
。
こ
こ
に
、
「
高
等
学
校
に
お
け
る
生

徒
の
創
造
活
動
の
向
上
充
実
を
図
り
、
文
化
活
動
の

健
全
な
発
展
と
芸
術
文
化
の
振
興
に
資
す
る
」
こ
と

を
目
的
と
し
て
全
国
高
等
学
校
文
化
連
盟
が
結
成
さ

れ
た
。
平
成
二
年
二
月
に
四
十
七
都
道
府
県
高
文
連

の
全
加
盟
が
達
成
さ
れ
た
。
高
文
連
の
組
織
は
四
十

七
都
道
府
県
高
文
連
と
十
六
専
門
部
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
主
な
事
業
に
全
国
高
総
文
祭
。
同
優
秀
校
東

京
公
韻
・
匡
際
文
化
交
流
事
業
・
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
・

研
究
大
会
等
が
あ
る
。

現
在
、
全
国
高
文
連
の
法
人
化
が
平
成
十
一
年
に

向
け
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
財

政
基
盤
を
確
立
し
、
各
種
事
業
の
充
実
二
専
門
部
の

拡
充
。
事
務
局
の
整
備
を
期
す
る
こ
と
を
狙
っ
て
い

る。

全
国
高
又
連
が
名
実
と
も
に
全
国
組
織
と
し
て
主

導
的
役
割
を
果
た
す
に
は
、
な
に
よ
り
も
財
政
基
盤

の
確
立
が
急
務
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
法
人
化

を
達
成
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
各
都
道

府
塵
高
文
連
の
組
織
の
整
備
と
高
文
連
会
費
の
増
額

や
各
都
道
府
県
か
ら
の
財
政
的
助
成
の
拡
大
を
固
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
施
設
。
設
備
で
は
文
化
館
が

設
置
さ
れ
て
い
る
県
も
あ
り
r

文
化
部
施
設
整
備
事

業
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
高
文
連
に
対

し
て
の
補
助
事
業
や
委
託
事
業
等
に
は
、
各
都
道
府

墨
圏
総
文
祭
補
助
，
全
国
高
総
文
祭
派
遣
補
助
・
文

化
部
活
動
育
成
事
業
（
技
術
開
習
会
）
．
鑑
賞
教
室
補

助
•
国
際
文
化
交
流
専
業
な
ど
が
あ
る
。
将
来
の
地

域
文
化
の
桓
い
手
と
し
て
の
高
校
生
の
文
化
活
動
の

支
授
を
仰
ぐ
努
力
を
続
け
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

'ヽ
0

し

時
あ
た
か
も
、
高
校
教
育
改
革
が
叫
ば
れ
て
い
る

昨
今
で
あ
る
つ
新
学
習
指
導
要
領
に
は
、
心
豊
か
な

人
間
の
育
成
や
文
化
と
伝
統
の
尊
重
や
国
際
理
解
な

ど
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
現
代
は
、
I

文
化
」
の
時
代

で
あ
り
、
「
地
方
」
の
時
代
で
あ
り
、
「
国
際
化
」
の
時

代
で
あ
る
。
全
国
高
文
連
と
し
て
は
、
二
十
一
世
紀

の
文
化
の
発
信
者
・
受
信
者
と
し
て
、
地
域
文
化
の

担
い
手
と
し
て
、
ま
た
r

国
際
交
流
の
実
践
者
と
し

て
育
成
す
べ
く
、
高
校
生
の
文
化
活
動
の
活
性
化
に

努
め
て
ゆ
き
た
い
。

の
活
動
ぶ
り
を
褒
め
て
く
だ
さ
っ
た
。

こ
の
熊
谷
会
場
ば
か
り
で
は
な
く
受
付
か
ら
接
待
、

進
行
ま
で
、
ど
こ
の
会
場
で
も
、
ほ
ん
と
う
に
心
<

ば
り
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
て
き
ぱ
き
と
働
｀
く
裏
方

の
高
校
生
の
評
判
は
高
か
っ
た
。

多
く
の
関
係
者
か
ら
そ
う
し
た
評
価
を
い
た
だ
い

た
こ
と
は
、
関
係
者
と
し
て
も
嬉
し
い
か
ぎ
り
だ
。

美
術
部
門
の
記
録
集
の
中
で
、
昼
食
係
を
務
め
た

県
立
高
等
学
校
三
年
の
石
井
夏
絵
さ
ん
は
、

「
係
と
し
て
大
会
に
参
加
し
‘
―
つ
の
仕
事
を
作

り
上
げ
る
大
変
さ
を
見
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

租
は
、
直
接
運
営
に
関
わ
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
他
の
係
や
先
生
方
の
御
苦
労
を
感
じ
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
陰
の
努
力
が
あ
っ
て
こ
そ
ス
ム

ー
ズ
に
動
く
こ
と
が
で
き
、
成
功
に
つ
な
が
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

多
人
数
で
動
く
と
色
々
な
問
題
や
行
き
違
い
な

ど
が
出
て
来
ま
す
が
、
そ
う
い
う
事
に
た
い
し
て

ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
、
又
、
周
囲
を
見
渡

す
こ
と
が
い
か
に
大
切
な
こ
と
か
と
い
う
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
私
に
と
っ
て
良
い
経

験
と
な
り
ま
し
た
。
」

と
感
想
を
述
べ
て
い
る
。

仕
事
を
す
る
こ
と
で
、
い
ま
ま
で
見
え
な
か
っ
た

周
囲
の
人
々
の
存
在
に
気
づ
く
と
い
う
こ
と
も
、
貴

重
な
経
験
だ
。
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参
加
県
は
十
八
県
で
白
熱
し
た
試
合
が
行
わ
れ
た
。

名
人
戦
や
ク
イ
ー
ン
軟
を
見
た
こ
と
の
あ
る
人
な
ら

「
高
校
生
も
や
る
も
の
だ
。
」
と
感
心
し
た
に
ち
が
い

ど
く
し
ゅ

な
い
。
し
か
し
、
朗
詠
し
た
読
手
が
か
る
た
を
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
素
人
の
生
徒
で
あ
っ
た
こ
と
に
気

づ
い
た
人
は
何
人
い
た
だ
ろ
う
か
。

か
る
た
は
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
と
い
う
人
炉
多
い
し
、
す

ま
た
一
秒
の
何
十
分
の
一
か
の
瞬
時
に
勝
負
が
決
ま

る
競
技
だ
か
ら
、
テ
レ
ビ
の
名
人
戦
で
も
ス
ロ
ー
モ

ー
シ
ョ
ン
で
再
現
し
た
り
し
て
い
る
。

し
か
し
、
か
る
た
は
ス
ポ
ー
ツ
の
面
ば
か
り
強
調

し
た
の
で
は
普
及
が
お
ほ
つ
か
な
い
。
「
と
て
も
自
分

に
は
真
似
の
で
き
な
い
競
技
だ
。
」
と
一
般
か
ら
遠
ざ

か
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
私
達
は
か
る
た
を
取
ら
な
い
生
徒
も
参
加

文
化
そ

ー
全
国
高
等

私
達
は
、
か
る
た
は
日
本
人
だ
け
で
な
く
、
外
国

で
き
る
、
読
手
コ
ン
ク
ー
ル
e

小
倉
百
人
一
首
感
想

文
コ
ン
ク
ー
ル
。
か
る
た
文
化
研
究
コ
ン
ク
ー
ル
を

行
い
、
広
く
か
る
た
の
理
解
者
や
愛
好
家
を
増
や
す

こ
と
に
し
て
い
る
。

第
十
七
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
で
は
読
手

コ
ン
ク
l
'

ル
で
の
優
秀
者
に
朗
詠
を
し
て
も
ら
っ
た
。

こ
の
試
み
は
関
係
者
に
は
不
満
な
人
も
い
た
。
取
り

手
の
気
持
ち
も
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
素
人
に
読
手
を

さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
今
匝
読
手
を
つ
と
め
た
四
人
の
素
晴
ら
し

い
朗
詠
は
か
る
た
協
会
の
役
員
達
ま
で
唸
ら
せ
た
。

そ
し
て
今
年
度
以
降
も
こ
の
三
コ
ン
ク
ー
ル
は
継
続

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 ヵ‘‘

「
玉
の
緒
よ
絶
え
な
ば
絶
え
ね
な
が
ら
へ
ば
忍
ぶ
る

小倉百人一首かるた部事務局長

神奈川県立市ヶ尾高等学校教諭

阿久津睛夫

機
会
に
恵
ま
れ
れ
ば
、
高
校
生
も
素
晴
ら
し
い
力

を
発
揮
す
る
の
だ
と
改
め
て
思
う
。

◇
発
表
し
だ
高
校
生
は

全
国
大
会
は
会
場
な
ど
も
平
素
の
発
表
会
場
と
は

異
な
る
た
め
、
舞
台
や
会
場
も
広
く
、
予
算
的
に
も

か
な
り
恵
ま
れ
た
環
境
で
の
発
表
と
な
っ
た
。

総
合
開
会
式
を
行
っ
た
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
の

大
ホ
ー
ル
や
、
吹
奏
楽
部
門
の
会
場
と
な
っ
た
武
蔵

野
音
楽
大
学
バ
ッ
ハ
ザ
ー
ル
を
は
じ
め
、
客
席
が
千

人
を
超
え
る
大
き
な
舞
台
で
の
発
表
の
機
会
は
個
人

で
は
そ
う
あ
る
も
の
で
は
な
い
c

日
本
音
楽
の
部
門
に
出
演
し
た
星
野
女
子
高
等
学

校
―
―
一
年
の
伊
藤
末
架
子
さ
ん
は
、

「
演
奏
が
終
わ
り
幕
が
下
り
た
時
、
思
わ
ず
涙
炉

で
ま
し
た
。
あ
る
時
は
鋭
い
し
ぶ
き
を
上
げ
る
激

流
を
、
あ
る
時
は
優
し
く
語
り
か
け
る
よ
う
な
せ

せ
ら
ぎ
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
演
奏
し
た
『
瀬

音
』
。
十
几
人
の
気
持
ち
を
―
つ
に
し
て
弾
く
の
は

容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
精
]

杯
心
を
込
約
て
演
奏
し
、
練
習
の
成
果
を
十
分
に

発
揮
し
た
時
の
す
ば
ら
l
い
感
動
を
本
番
で
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
切
な
思
い
出
と
な
っ

た
こ
の
大
会
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
深
く

感
謝
い
た
し
ま
す
。
」

と
大
会
を
終
え
て
の
感
想
を
記
し
て
い
る
。

埼
玉
大
会
に
向
け
て
練
習
を
始
め
て
か
ら
終
わ
る

人
に
も
親
し
め
る
文
化
と
し
て
の
可
能
性
を
持
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
れ
は
私
達
の
取
り
合
っ
て
い
る
札
が
定
家
の
選

ん
だ
小
倉
百
人
一
首
だ
か
ら
で
あ
る
。
人
麿
が
い
て

赤
人
が
い
る
。
悲
し
い
か
な
、
わ
が
国
最
大
の
詩
人

達
は
ま
だ
外
国
人
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

が
、
私
達
の
行
っ
て
い
る
か
る
た
を
ゲ
ー
ム
と
し
て

こ
の
ま
ま
の
形
で
外
国
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
人
麿
や
赤
人
を
紹
介
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

外
国
人
が
和
歌
を
朗
詠
し
、
天
智
天
皇
を
は
じ
め
と

す
る
八
人
の
天
皇
を
詩
人
と
し
て
外
図
に
紹
介
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
紛
れ
も
な
く
第

一
級
の
日
本
伝
統
文
化
で
あ
る
。

酎
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ま
で
の
間
に
最
も
成
長
し
、
感
動
や
自
信
や
新
し
い

仲
間
な
ど
大
き
な
財
産
を
手
に
し
た
の
は
積
極
的
に

参
加
し
て
い
っ
た
生
徒
達
だ
。

し
か
も
四
十
数
年
に
一
度
の
全
国
高
総
文
祭
と
い

う
劇
的
な
場
面
で
だ
。

生
徒
達
の
様
々
な
形
で
の
成
長
こ
そ
が
全
国
大
会

の
成
果
で
あ
り
、
大
き
な
影
響
で
あ
る
と
い
え
る
。

◇
大
会
後
の
影
響
は

演
劇
部
門
で
は
大
会
が
終
わ
り
九
月
か
ら
平
成
五

年
度
の
地
区
発
表
会
が
始
ま
り
、
十
一
月
の
中
央
発

表
会
は
、
大
変
盛
り
上
が
っ
た
発
表
会
に
な
っ
た
と

の
こ
と
。
演
ず
る
も
の
、
観
る
も
の
の
意
職
に
全
国

大
会
の
影
響
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

年
炉
変
わ
り
こ
の
五
月
の
中
旬
に
行
わ
れ
た
高
等

学
校
演
劇
連
盟
の
総
会
（
教
師
と
生
徒
が
参
加
す
る

伝
統
）
で
も
大
勢
が
参
加
、
立
ち
見
に
近
い
参
加
者

で
埋
ま
り
、
生
徒
か
ら
も
活
発
に
意
見
が
出
さ
れ
、

同
時
に
行
わ
れ
た
研
究
会
（
素
材
上
憤
も
あ
っ
た
）

も
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
た
と
い
う
。

さ
ら
に
春
先
か
ら
五
月
の
連
休
近
辺
に
行
わ
れ
る

巻
李
の
発
表
会
が
今
年
か
ら
全
県
で
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
な
ど
r

少
な
か
ら
ず
埼
玉
大
会
は
生

徒
や
顕
問
の
姿
勢
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

ま
た
、
若
い
顧
問
の
先
生
方
の
積
極
的
な
取
り
組

み
が
目
立
っ
て
い
る
と
い
う
。

こ
れ
は
、
全
国
大
会
ま
で
は
と
頑
張
っ
て
来
た
ベ

i配玉大会マスコット「まガ太郎君」

テ
ラ
ン
の
先
生
方
か
ら
、
若
い
先
生
方
へ
の
ハ
ト
ン

タ
ッ
チ
の
契
機
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
見
方
も
で
ぎ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
こ
れ
も
ま
た
、
全
国
大
会
の
影
警
の
ひ
と

つ
と
い
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

恐
ら
く
形
が
変
わ
っ
て
も
各
部
門
と
も
こ
う
し
た

静
か
な
動
き
の
中
で
確
実
に
全
国
大
会
の
影
響
を
受

け
、
変
化
が
始
ま
っ
て
い
る
は
ず
だ
。

昨
年
の
大
会
の
年
が
ち
ょ
う
ど
埼
玉
県
高
等
学
校

文
化
連
盟
創
立
十
周
年
の
年
で
あ
り
r

今
年
は
本
県

の
高
校
文
化
活
動
の
振
興
の
大
き
な
節
目
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
充
実
発
展
の
た
め
の
環
境
の
整
備
は
行

政
と
し
て
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。

13 
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私
が
司
会
を
務
め
る
話
し
合
い
が
活
発
に
進
む
わ
け

も
な
く
r

そ
の
ま
ま
六
月
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
迎

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
経
て
よ
う
や
く
自

分
の
立
場
が
き
ち
ん
と
自
覚
で
き
、
今
ま
で
手
探
り

だ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
高
校
生
の

真
剣
な
姿
を
見
て
、
本
番
に
は
全
国
、
海
外
か
ら
た

く
さ
ん
の
高
校
生
が
集
ま
っ
て
く
る
と
思
う
と
、
＇
委

員
長
と
し
て
の
責
任
の
重
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
楽

し
み
が
増
し
て
き
ま
し
た
。

本
番
―
―
百
前
、
一
日
中
楽
星
に
こ
も
っ
て
働
い
て

い
る
方
々
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
ひ
ど
く
心

を
打
た
れ
ま
し
た
。
高
校
生
の
文
化
祭
と
い
っ
て
も

舞
台
で
華
や
か
に
映
る
高
校
生
の
陰
で
は
、
先
生
方
、

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
が
舞
台
を
支
え
て
い
て
く
れ
る
。

で
も
高
校
生
が
主
役
な
の
だ
か
ら
、
大
人
た
ち
に
負

け
て
は
い
ら
れ
な
い
。
私
達
は
も
っ
と
頑
張
ら
な
く

て
は
、
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
本
番
前
日
の
緊
張

と
忙
し
さ
の
中
で
ふ
と
r

自
分
が
高
校
生
で
あ
り
な

が
ら
も
、
高
校
生
の
力
や
可
能
性
は
計
り
知
れ
な
い

も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
本
番
。
早
く
舞
台
に
立
っ
て
委
員
長
と

し
て
の
役
目
を
終
わ
ら
せ
て
し
ま
い
た
い
と
い
う
気

菓痔
持
ち
と
、
文
化
祭
が
終
わ
り
実
行
委
員
会
を
解
散
す

る
の
は
寂
し
い
と
い
う
気
持
ち
が
、
頭
の
中
を
回
っ

て
い
ま
し
た
。

大宮ソニックシテイロピーの広告
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こ
と
の
弱
り
も
ぞ
す
る
」
の
式
子
内
親
王
の
歌
は
「
た

ま
」
と
い
う
発
音
を
聞
け
ば
下
の
句
の
「
し
の
ふ
る

こ
と
の
よ
わ
り
も
そ
す
る
」
の
札
を
お
手
つ
き
を
せ

ず
に
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ー
た
ま
の
お
よ
」
ま
で
聞

い
て
取
っ
て
い
る
よ
う
で
は
遅
い
の
で
あ
る
。

私
達
は
か
る
た
を
三
歳
児
に
教
え
る
と
き
、
こ
の

札
を
猫
の
タ
マ
の
目
と
教
え
て
い
る
。
つ
ま
り
字
札

の
「
し
の
ふ
る
こ
と
の
よ
わ
り
も
そ
す
る
」
は
「
の
」

の
字
巧
一
っ
横
に
並
ん
で
い
る
の
で
、
「
へ
の
へ
の
も

へ
じ
」
の
「
の
」
、
目
玉
に
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
三

歳
児
は
「
た
ま
」
を
大
学
生
よ
り
早
く
取
る
。

そ
れ
を
英
語
で
解
説
し
て
あ
る
英
訳
の
小
倉
百
人

一
首
の
本
を
い
ま
作
っ
て
い
る
。

ぉ
の
ヘ

「
高
砂
の
尾
上
の
桜
咲
き
に
け
り
」
は
「
た
か
ー
と

い
う
音
を
聞
け
ば
取
れ
る
。
「
た
L

の
つ
く
札
は
六
枚

あ
る
足
は
じ
め
に
「
た
か
」
と
続
く
歌
は
百
首
中

一
首
し
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。

英
語
で
「
t
a
c
k
a
1」
と
い
う
の
は
匝
鋲
で
止
め

る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
「
高
砂
の
」
の
字
札
「
と
や

ま
の
か
す
み
た
た
す
も
あ
ら
な
四
」
は
ま
ん
中
の
行

の
一
番
上
と
下
が
「
す
」
の
文
字
に
な
っ
て
い
る
。

「
す
」
の
丸
ま
っ
た
部
分
を
画
鋲
に
見
立
て
れ
ば
タ

マ
の
目
と
同
じ
理
屈
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
じ
つ
け

で
あ
り
、
「
高
砂
の
」
の
「
た
か
」
と
「
t
a
c
k
a
1」

の
「
タ
カ
」
で
は
ア
ク
セ
ン
ト
も
ち
が
う
。
し
か
し

人
間
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
を
か
る
た
の
「
た
か
」
と

聞
く
耳
は
誰
で
も
持
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
し

て
そ
う
い
う
耳
を
持
つ
こ
と
こ
そ
が
交
流
と
い
う
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

前
に
神
奈
川
県
の
高
校
生
大
会
に
ろ
う
学
校
の
生

徒
が
参
加
し
て
、
耳
の
不
目
由
な
ハ
ン
デ
ィ
を
饒
話

で
補
い
r

＿
二
人
も
優
勝
し
た
こ
と
が
あ
る
。
外
国
人

に
読
話
で
か
る
た
を
せ
よ
と
い
う
の
で
は
な
い
。
多

少
の
ハ
ン
デ
，
~
は
エ
夫
に
よ
っ
て
い
く
ら
で
も
克
服

で
き
る
し
、
言
語
も
環
境
も
ち
が
う
外
国
人
同
志
が

文
化
交
流
を
す
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
交
流
に
多
少
の

努
力
が
必
要
な
の
は
当
然
だ
と
言
い
た
い
の
で
あ
る
。

「
ど
こ
ま
で
も
広
く
、
ど
こ
ま
で
も
深
い
創
造
の
海
、

い
ま
埼
玉
に
現
わ
る
」

盛
大
な
拍
手
の
中
、
総
合
開
会
式
の
幕
が
降
り
ま

し
た
。
そ
し
て
長
か
っ
た
私
の
十
六
歳
の
夏
が
終
わ

つ
い
に
舞
台
に
立
ち
、
「
歓
迎
の
言
葉
」
の
最
後
の

一
言
を
言
い
終
え
て
、
委
員
長
と
し
て
一
番
大
切
な

仕
事
を
や
り
と
げ
た
時
は
、
満
足
感
で
一
杯
で
し
た
。

ま
だ
他
の
仕
事
が
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
と
て
も
気

持
ち
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。

舞
台
裏
で
働
い
て
い
る
と
、
先
生
方
と
一
緒
に
大

会
を
動
か
し
て
い
る
と
い
う
気
が
し
て
、
楽
し
く
て

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
れ
か
ら
数
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
こ
の
文
化

祭
で
の
経
験
が
私
を
変
え
た
と
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

私
達
は
誰
で
も
参
加
で
き
る
交
流
の
場
と
し
て
の

か
る
た
を
め
ざ
し
て
い
る
。
二
十
一
世
紀
に
は
外
国

人
が
日
本
語
で
小
倉
百
人
一
首
を
朗
詠
す
る
こ
と
も

あ
る
だ
ろ
う
と
ま
じ
め
に
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

外
国
に
派
遣
さ
れ
る
日
本
語
教
師
に
、
茶
道
と
か

華
道
と
か
何
か
日
本
の
伝
統
文
化
を
体
現
で
き
る
人

が
ど
ん
ど
ん
行
け
る
制
度
が
で
き
れ
ば
い
い
と
思
っ

て
い
る
。
そ
し
て
高
等
学
校
文
化
連
盟
が
将
来
ユ
ネ

ス
コ
の
一
翼
を
担
い
、
世
界
高
等
学
校
文
化
連
盟
大

会
を
開
く
よ
う
な
組
織
に
な
ら
な
い
も
の
か
と
密
か

に
期
待
し
て
い
る
。

り
ま
し
た
。

思
い
お
こ
せ
ば
一
年
前
ー
ー
全
国
愚
寺
学
校
総
合

文
化
祭
の
こ
と
を
何
も
知
ら
ず
に
委
員
長
茫
引
き
受

け
て
し
ま
い
、
自
分
の
こ
と
で
精
一
杯
で
し
た
か
ら
、

積
極
性
や
主
体
性
が
な
か
っ
た
私
が
委
員
長
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
迷
惑
を

か
け
ま
し
た
が
、
委
員
長
を
や
っ
て
自
分
か
ら
積
極

的
に
動
け
る
よ
う
に
な
り
、
自
信
を
持
て
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
や
れ
ば
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
言
葉

だ
け
で
な
く
、
体
で
感
じ
る
こ
と
芦
で
き
ま
し
た
。

ま
及
裏
方
と
出
演
者
、
全
く
立
場
が
違
う
役
を

同
時
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
、
と
て
も
貴
重

な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
裏
方
と
し
て
仕
事
を
し
た

か
ら
こ
そ
、
舞
台
に
立
っ
た
時
に
今
ま
で
見
え
な
か

っ
た
人
達
の
姿
が
見
え
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
公
欠

の
時
に
／
）
，
卜
を
取
っ
て
お
い
て
く
れ
た
り
、
忙
し

い
と
き
に
励
ま
し
て
く
れ
た
友
達
、
ど
う
し
て
い
い

か
わ
か
ら
ず
悩
ん
で
い
た
時
に
相
談
に
の
っ
て
く
だ

さ
っ
た
先
生
。
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
、
人
の

優
し
さ
や
温
か
さ
を
感
じ
、
大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
、

と
て
も
楽
し
く
充
実
し
て
い
て
r

文
化
祭
に
参
加
し

て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
気
持
ち
は
ど

ん
な
形
で
参
加
し
て
も
皆
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
あ

の
と
き
私
達
と
一
緒
に
「
創
造
の
海
」
を
作
っ
た
仲

間
達
は
、
い
ま
全
国
、
世
界
各
地
で
文
化
祭
の
思
い

出
を
胸
に
、
新
た
な
目
標
に
向
か
っ
て
練
習
に
励
ん

で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
年
の
愛
媛
大
会
で
も
、
一
人
で
も
多
く
の
高
校

生
に
あ
の
感
動
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

た

さ

｀

の

に

支
え
ら
れ
て

埼玉大会総合開会式生徒実行

委員会委員畏

埼玉県立川越女子高等学校3年

藤木恵津子
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第
十
八
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
（
以
下
全

国
高
総
文
祭
）
は
、
平
成
六
年
八
月
四
曰
（
木
）
か

ら
八
日
（
月
）
ま
で
の
五
日
間
｀
・
文
化
庁
、
全
国
高

等
学
校
文
化
連
盟
（
高
文
連
）
、
愛
媛
県
、
愛
媛
県
教

育
委
員
会
な
ど
の
共
催
に
よ
り
、
愛
媛
県
内
の
四
市

―
町
の
会
場
で
開
催
さ
れ
る
。

愛
媛
は
、
寛
や
か
で
広
い
瀬
戸
内
海
や
宇
和
海
に

百
し
温
暖
な
気
候
に
め
ぐ
ま
れ
た
美
し
い
所
で
あ

る
。
ま
た
、
日
本
一
の
生
産
量
・
種
類
を
誇
る
柑
橘
類

や
真
珠
な
ど
、
豊
か
な
自
然
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
C

今
年
百
局
年
記
念
を
迎
え
た
道
後
温
泉
は
、
全
国

的
に
も
有
名
で
あ
り
、
古
く
は
聖
徳
太
子
も
訪
れ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
愛
媛
県
は
正
岡
子
規
を

は
じ
め
多
く
の
徘
人
を
輩
出
す
る
な
ど
、
豊
か
な
文

化
を
育
ん
で
き
た
。
璽
戸
大
橋
の
関
通
て
、
全
匡
か

ら
訪
れ
る
人
も
増
え
、
愛
媛
の
生
活
文
化
の
活
性
化

が
進
ん
で
い
る
と
き
、
第
十
八
回
全
国
高
総
文
祭
愛

媛
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
意
義
深
い
。

こ
の
祭
嗅
は
、
文
化
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
も
い
わ

れ
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
高
校
生
が
芸
術
文
化
活
動

を
総
合
的
に
発
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
第
十
八
回
大
会
は
、
―
そ
こ
に
新
し
い
君
が
見

え
る
よ
つ
に
躙
愛
媛
し
（
過
去
最
高
の
一
万
五
千
点
応

募
の
中
よ
り
選
定
）
の
大
会
標
語
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

②
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

7

牛
鬼
＜
ふ
ピ
は
そ

の
に
こ
や
か
な
笑
顔
に
、
県
外
か
ら
の
参
加
者
を

温
か
く
迎
え
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
よ
く
表
れ
て

い
る
C

ま
た
親
し
み
や
す
い
上
に
、
イ
ン
ペ
ク
ト

が
強
く
、
注
目
さ
れ
や
す
い
点
か
ら
も
好
評
で
あ

る。

③
大
会
ポ
ス
タ
ー
図
柄
は
愛
媛
の
自
熟
や
風
土
を
よ

く
表
す
と
と
も
に
、
大
会
標
語
の
イ
メ
ー
ジ
を
よ

に
関
催
さ
れ
る
が
、
今
年
か
ら
、
囲
碁
部
門
を
加
え

た
十
八
部
門
と
な
り
、
約
二
千
校
か
ら
一
万
八
千
人

の
参
加
が
見
込
ま
れ
て
い
こ
部
門
数
。
参
加
者
数

と
も
に
過
去
最
高
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

開
催
に
あ
た
っ
て
の
基
本
方
針
は
、
文
化
庁
や
全

国
高
文
運
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
次
の
大
き
な
―
―
―

本
柱
を
掲
げ
た
。

一
、
愛
媛
票
下
の
芍
べ
て
の
高
校
生
が
参
加
し
、
創

造
19
る
文
化
祭
に
す
る
。

ー
県
下
の
す
べ
て
の
高
校
生
が
、
標
語
や
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
f

ポ
ス
タ
ー
に
応
募
し
た

り
、
出
演
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
親
覧
者
と
し
て

積
極
的
に
参
加
す
る
。

二
、
県
下
各
地
で
開
催
し
、
全
景
的
な
大
会
に
す
る
。

ー
ー
地
域
性
を
考
慮
し
な
が
ら
五
示
下
各
池
で
開

く
伝
え
て
い
て
、
若
者
の
文
化
の
祭
典
に
ふ
さ
わ

し
；
＼
清
新
で
あ
る
と
の
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

さ
ら
に
、
開
催
事
業
及
び
そ
の
特
色
な
ど
を
紹
介

す
る
。

①
総
合
開
会
式
大
会
初
日
、
午
後
二
時
か
ら
、

愛
媛
県
県
民
文
化
会
館
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
（
三
千
人

収
容
）
で
開
幕
す
る
。
祭
典
全
体
の
閲
会
行
事
で

ー
'
|
|
|
/

要
〗
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催
し
、
県
民
に
高
校
生
の
文
化
活
動
の
様
子
を
紹

介
す
る
。

三
、
愛
媛
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
大
会
に
寸
る
。

ー
各
会
場
や
駅
に
花
飾
り
を
作
る
な
ど
、
県
外

か
ら
参
加
す
る
高
校
生
を
温
か
く
迎
え
る
と
と
も

に
、
愛
媛
の
豊
か
な
風
土
や
文
化
を
紹
介
-
9
る
た

め
、
協
賛
事
業
な
ど
を
行
う
。

次
に
、
大
会
標
語
な
ど
を
紹
介
す
る
。

①
大
会
標
語

7

そ
こ
に
新
し
い
君
が
見
え
る
よ
う
に

94愛
媛
」
は
全
国
各
地
て
文
化
活
動
に
取
り
組
む

高
校
生
が
出
会
い
、
互
い
を
高
め
合
う
場
で
あ
る

と
い
う
全
国
高
総
文
祭
の
特
質
を
、
若
者
ら
し
い

感
性
で
よ
く
表
現
し
て
い
る
大
会
標
語
と
し
て
、

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
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り
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あ
る
が
、
愛
媛
ら
し
さ
を
ア
ピ
ー
＇
ル
す
る
た
め

r

和
。
洋
楽
器
の
合
同
演
奏
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ヘ
‘
の

挑
戦
を
す
る
な
ど
、
新
し
い
趣
向
を
ま
じ
え
た
愛

媛
独
自
の
発
表
を
考
え
て
い
る
c

さ
ら
に
、
愛
媛

愛媛大会ポスター—
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（右）平成5年度優秀校演劇公演
アニータ・ロベールの丸冷ガいも力あさん」

（干葉県立船橋二和高校）

（中）平成5年度優秀校郷土芸能公演
「白鶉太鼓J （都立白醸高校）

（左）平成5年度ボスター

r —-

の
豊
か
な
自
然
の
迫
力
あ
る
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ド
に

よ
る
映
像
紹
介
な
ど
も
計
画
し
て
お
り
印
象
が
鮮

烈
で
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
も
の
に
な
る
予
定
で

あ
る
。ま
た
、
昨
年
度
開
催
の
埼
玉
県
や
来
年
度
開
催

の
新
潟
県
の
高
校
生
も
競
演
す
る
と
と
も
に
、
韓

画
・
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
（
予
定
）
の
高
校
生
が
国
際
色
豊
か
な
民
族

舞
踊
や
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
等
の
華
麗
な
演
技
を
披
露

し
て
く
れ
る
。

②
パ
レ
ー
ド
総
合
開
会
式
の
後
、
松
山
市
街
地

で
、
本
県
は
も
と
よ
り
全
国
や
世
界
各
地
か
ら
集

ま
っ
た
郷
土
色
、
国
際
色
あ
ふ
れ
る
踊
り
や
、
バ

ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
、
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
な
ど
、

総
勢
二
千
人
の
華
麗
で
迫
力
あ
る
パ
レ
ー
ド
が
繰

り
広
げ
ら
れ
る
。

③
演
劇
全
国
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
で
選
ば
れ
た

代
表
に
よ
る
コ
ン
ク
ー
ル
形
式
の
発
表
で
、
演
劇

の
お
も
し
ろ
さ
の
原
点
が
満
喫
で
き
る
。
四
つ
の

分
科
会
に
分
か
れ
た
講
習
会
も
あ
る
。

④
合
唱
ー
豊
か
な
自
然
が
あ
ふ
れ
る
愛
媛
で
、
若

い
心
を
す
が
す
が
し
い
歌
声
に
託
し
、
「
新
し
い

君
」
へ
と
誘
っ
て
く
れ
る
。

⑤
吹
奏
楽
ー
ー
全
国
の
若
人
が
青
春
を
音
に
託
す
。

夢
を
求
め
、
友
を
求
め
、
感
動
を
求
め
、
若
さ
あ

ふ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
演
奏
を
お
届
け
す
る
。

⑥
器
楽
・
管
弦
楽
ー
ー
‘
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
ギ
タ
ー
・

マ
ン
ド
リ
ン
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な

ど
、
様
々
な
編
成
に
よ
る
多
彩
な
音
色
に
よ
る
ハ

ー
モ
ニ
ー
の
饗
宴
が
、
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

⑦
日
本
音
楽
ー
_
日
本
の
伝
統
楽
器
で
あ
る
箪
や
尺

八
、
三
絃
な
ど
を
使
っ
た
演
奏
や
仕
舞
に
、
若
者

た
ち
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。

⑧
吟
詠
剣
詩
舞
ー
|
漢
詩
、
短
歌
、
俳
句
な
ど
を
吟

じ
、
詠
じ
、
舞
っ
て
み
せ
る
。
郷
土
の
文
化
や
歴

史
を
紹
介
す
る
構
成
吟
も
あ
る
。

⑨
郷
土
芸
能
ー
ー
「
い
に
し
き
か
ら
伝
わ
る
民
族

の
技
と
心
。
高
原
の
町
、
宇
和
町
に
全
国
の
高
校

生
が
大
集
合
。
歌
や
踊
り
、
太
鼓
の
熱
気
あ
る
舞

台
を
、
牛
鬼
く
ん
と
町
花
ひ
ま
わ
り
が
サ
ポ
ー
ト

す
る
。

⑩
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
ー
ー

華
麗
な
バ
ト
ン
さ
ば
き
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
、
迫
力

あ
る
サ
ウ
ン
ド
が
、
フ
ロ
ア
い
っ
ぱ
い
に
繰
り
広

げ
ら
れ
、
全
国
レ
ベ
ル
の
若
さ
が
は
じ
け
る
。

⑪
美
術
・
工
芸
1

県
内
外
の
作
品
展
示
は
も
ち
ろ

ん
、
県
内
作
品
の
「
青
春
を
生
き
る
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
共
同
制
作
も
あ
る
。
交
流
会
で
は
商
店
街

で
、
氷
の
彫
刻
に
も
挑
戦
す
る
。

⑫
書
道
ー
ー
愛
媛
県
内
外
の
書
道
作
品
の
ほ
か
、
合

同
作
品
の
陶
板
「
俳
句
の
都
愛
媛
」
も
展
示
し
、

き
ご
う

交
流
会
で
は
、
「
砥
部
焼
」
の
揮
憂
に
も
取
り
組
む
。

⑬
写
真
ー
ー
全
国
の
作
品
展
示
の
ほ
か
、
古
い
家
並

み
の
内
子
町
八
日
市
護
国
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

「
発
見
国
立
劇
場
の
夏
」
を
テ
ー
マ
に
、
平
成
二

年
八
月
二
十
五
日
国
立
劇
場
大
劇
場
に
お
い
て
、
全

国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
優
秀
校
東
京
公
演
（
以
下

東
京
公
演
）
の
記
念
す
べ
き
第
一
回
大
会
は
開
催
さ

れ
た
。こ
の
東
京
公
演
は
、
高
等
学
校
文
化
連
盟
が
毎
年

開
催
し
て
い
る
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
（
以
下

全
国
高
総
文
祭
）
に
お
い

て
発
表
し
て
い
た
全
国
都

道
府
県
代
表
の
高
校
生
徒

に
よ
る
芸
術
文
化
活
動
の

一
層
の
奨
励
を
図
る
こ
と

と
、
そ
の
成
果
を
広
く
一

般
に
公
開
す
る
こ
と
を
趣

旨
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
元
年
度
に
、
全
都
道

府
県
の
全
国
高
等
学
校
文

三
置
＝
―
璽贔

保
存
地
区
で
、
笹
飾
り
を
バ
ッ
ク
に
、
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
撮
影
会
を
行
う
。

⑭
放
送
1

映
像
あ
り
、
音
声
あ
り
、
ス
ラ
イ
ド
あ

り
。
五
部
門
に
増
え
、
色
々
な
機
器
を
使
っ
た
若

さ
あ
ふ
れ
る
発
表
が
行
わ
れ
る
。

⑮
弁
論
~
校
生
活
、
友
情
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
家
族
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の
代
表
に
よ

る
ひ
た
む
き
な
熱
弁
が
、
感
動
を
呼
ぶ
。

⑯
小
倉
百
人
一
首
か
る
だ
ー
ー
本
大
会
で
二
回
目
の

新
し
い
部
門
。
各
都
道
府
県
代
表
チ
ー
ム
に
よ
る

リ
ー
グ
戦
と
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
の
組
み
合
わ
せ
で

行
う
。

⑰
協
賛
ー
将
棋
の
開
催
を
は
じ
め
、
県
内
の
高
校

生
に
よ
る
農
園
芸
、
水
産
、
機
械
・
模
型
、
被
服
・

手
芸
、
郷
土
研
究
、
文
芸
、
商
業
の
研
究
発
表
や

展
示
。
さ
ら
に
県
産
品
の
販
売
実
演
や
、
正
岡
子

規
に
つ
い
て
の
講
演
会
、
機
械
・
模
型
の
ロ
ボ
ッ

ト
実
演
な
ど
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
で
楽
し
さ
満
喫
゜

⑱
国
際
交
流

i国
高
総
文
祭
で
は
、
国
際
交
流

事
業
が
併
せ
て
行
わ
れ
、
今
回
は
前
述
の
五
か
国

約
九
十
人
の
外
国
人
生
徒
と
の
交
流
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
大
会
参
加
の
ほ
か
、
県
内
各
地
で
高
校

生
や
地
域
の
人
々
と
も
交
流
を
深
め
る
。

こ
の
夏
、
青
い
国
、
四
国
愛
媛
で
、
若
人
た
ち
が

文
化
や
友
情
の
輪
を
広
げ
、
熱
く
燃
え
る
！

（
愛
媛
県
実
行
委
員
会
事
務
局
）

化
連
盟
へ
の
参
加
が
実
現
し
た
こ
と
の
記
念
と
い
う

意
味
合
い
も
込
め
て
、
全
国
高
等
学
校
文
化
連
盟
と

東
京
都
高
等
学
校
文
化
連
盟
が
中
心
と
な
っ
て
平
成

二
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ

る。
当
時
、
東
京
公
演
の
開
催
に
つ
い
て
、
マ
ス
コ
ミ

が
「
文
化
の
甲
子
園
」
と
表
現
し
た
よ
う
に
、
全
国

高
総
文
祭
の
「
演
劇
」
、
「
郷
土
芸
能
」
、
「
日
本
音
楽
」

の
三
部
門
に
出
演
し
た
全
国
の
高
等
学
校
の
中
か
ら
、

特
に
優
秀
で
あ
る
と
推
薦
さ
れ
た
各
部
門
そ
れ
ぞ
れ

四
校
以
内
の
高
校
の
み
が
、
国
立
劇
場
の
檜
舞
台
に

立
つ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
ま
さ
に
芸

術
文
化
活
動
の
甲
子
園
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

し
か
し
コ
ン
ク
ー
ル
形
式
を
と
ら
な
い
た
め
、
甲
子

園
の
よ
う
に
、
参
加
高
校
に
順
位
を
つ
け
て
表
彰
を

行
う
こ
と
は
な
い
。

今
年
度
の
第
五
回
東
京
公
演
は
、
八
月
二
十
七
日

（
土
）
、
二
十
八
日
（
日
）
の
二
日
間
、
「
輝
き
国
立
劇

場
の
夏
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
国
立
劇
場
大
劇
場
に

お
い
て
開
催
さ
れ
、
第
十
八
回
全
国
高
総
文
祭
愛
媛

大
会
の
出
場
校
か
ら
推
薦
さ
れ
た
、
各
部
門
の
優
秀

校
十
二
校
が
、
競
演
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
二
日

間
で
披
露
さ
れ
る
各
部
門
の
演
技
、
演
奏
か
ら
は
、

高
校
生
の
文
化
活
動
の
水
準
の
高
さ
の
み
な
ら
ず
、

我
が
国
の
芸
術
文
化
活
動
の
将
来
の
担
い
手
と
し
て

の
姿
も
見
出
せ
る
に
違
い
な
い
。
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だ
か
ら
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
で
し
ょ
う

が
、
私
の
ま
わ
り
で
も
、
六
月
は
や
け
に
御
結
婚
な
さ
る
方
料
多
く
、
大

変
お
め
で
た
い
限
り
で
す
。
お
天
気
も
新
婚
さ
ん
を
祝
福
す
る
か
の
よ
う

に
、
真
夏
の
よ
う
な
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
が
r

そ
ろ
そ
ろ
梅
雨
前
線
も

近
づ
い
て
き
て
お
り
、
ま
た
今
年
も
う
っ
と
お
し
い
季
節
が
や
っ
て
来
る

の
か
と
思
う
と
、
気
が
滅
入
る
ば
か
り
で
す
。
こ
ん
な
時
こ
そ
、
元
気
を

出
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
お
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
私
は
中
学
・
高
校
と
ク
ラ
ブ
活
動
と
い

え
ば
運
動
部
で
あ
っ
た
た
め
、
文
部
省
に
入
省
す
る
ま
で
全
国
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
の
存
在
す
ら
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
と
よ
り
、
文
化
は
ス

ポ
ー
ツ
と
は
異
な
り
、
一
定
の
ル
ー
ル
の
下
に
勝
敗
を
競
う
性
質
の
も
の

で
は
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
総
合
的
，
全
国
的
な
大
会
如
あ
る
な
ど

と
は
夢
に
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
が
今
、
改
め
て
”
高
総

文
祭
“
な
る
も
の
を
勉
強
し
て
み
る
と
、
思
い
の
外
、
素
晴
ら
し
い
も
の

で
あ
る
こ
と
に
驚
く
こ
と
し
き
り
。
一
度
じ
か
に
見
て
み
た
い
も
の
で
す
c

（栗）
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